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1. ポリエステル繊維の洗浄性が モメ ンと比較してわ

るいこ とが一般に知られている。その理由は ポリエステ

ル繊維がソ水性であるため と考えられる。二三のヨゴ レ

につい て比較的 マクロ的 領域の検討を行ない洗浄方法の

知見をえようとした。

2. 油溶性固体ヨゴレ(スダンⅢ)，不溶性固体ヨゴ レ

(カ ーボン，ドロ)について洗浄試験を行ない，また パラ



フ ィン包埋法，キル クーＰＶＡＣ 法に よ る光 学顕徴鏡観

察をも行なった。

3.     （1 ） スダ ンⅢ

不溶性固体ヨゴレに比べてスダンⅢは可成り落ちに く

い。 これは繊維とヨゴレの親和性の相違によるためと考

えられる。 またスダ ンⅢは60 °C 以上で染色され，単繊

維内部に拡散 する。これは水洗浄では落ちに くい。

（２） スダンⅢ 十油性物質

ポリエステル繊維に油性物質が付着してい る と， スダ

ンⅢは糸（織物）奥部へ侵入し，洗浄性は低下 する。

（ ３） 不溶性固体ヨゴ レ

糸（織物）の表面に付着しているのと，奥部に侵入し

ている のでは後者の方が洗浄性が 低下 する。 しかし モメ

ンより著し くない。これは単繊維の形態に よる もの と考

えられる。

（4 ） 経時的洗浄性の変化

スダ ンⅢは経時的に洗浄性が低下 するが，カ ーボン，

ドロでは殆ん ど変化しない。
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